
第３学年算数科学習指導案

期 日 平成２９年９月２９日（金）
児 童 A グループ １９名

B グループ １８名
C グループ １８名

指導者 A：森澤 起久子
B：佐藤 聡久
C：石田 秀志

１ 単元名 かけ算の筆算(1)（教材名：かけ算の筆算としかたを考えよう）

２ 単元の目標
２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算について理解し，その計算が確実にで

きるようにするとともに，それを適切に用いる能力を伸ばす。

３ 単元について
（１）教材について

２学年のかけ算九九の学習を受けて，３学年では九九を見直す学習として，乗法
の交換法則や乗数が１ずつ増減するときの乗数と積の変化の関係を含む分配法則，
さらに，それらを活用して，被乗数や乗数が10の乗法や被乗数が10より少し大きい
数の乗法などについて学習した。本単元では、これらの学習を基礎にして学習を進
めていく。
被乗数が何十，何百の乗法の計算は， 10 や 100 を単位として考えれば，かけ算九

九に帰着できることを理解し，そのことを活用して計算ができるようにする。この
考えは，小数や分数の計算でも活用する考え方であり，大切に扱いたい。
また，何十，何百の乗法の計算を基にして，２位数～３位数×１位数の計算を導

入し，乗法の筆算形式とともに，その計算の原理や手順についての理解を図る。そ
の際，繰り返しの計算練習中心の授業に陥らないように留意する。
本単元の内容は，次の２位数～３位数×２位数の計算の基礎になることを踏まえ，

筆算の原理とともに計算技能を十分に高めておく必要がある。

（２）児童について
前学年からの傾向と６月に行った hyper －ＱＵの結果，自信がない，はずかしい

という気もちから自分の考えを発表することに消極的な児童が多く（学年の５６名
中２５名）その気持ちが声にも表れ，声も小さい。
そのため，進んで自分の考えを発表する児童は少なく，発表をしても声が小さく

聞き取れないことがある。また，発言力のある児童の考えになびくことがあり，自
分の考えに自信がもてない様子が見られる。
しかし，書く活動については，書き始めの構えがすばやくなり，集中して書ける

ようになってきている。書き終わったら，間違いがないか声を出して読む習慣もつ
き，早く書こうと意識する児童が見られる。ノートに自分の考えを説明する文や絵
図などを書くことができる児童も徐々に増えてきた。授業の最後に書いている「ふ
り返り」に自分の考えが書けたことを喜んだり，書けなかったことを残念がったり
している。自分の考えをどう表そうか悩み考えて学習している。
小グループやペアで学び合う活動では，自分の考えがノートに書けて，そのノー

トを見せ合うことはできても，いざ，友だちに伝えるとなるとうまく伝えられなか
ったり，友だちの考えを理解したりするところは課題である。
「かけ算の筆算(１)」のレディネステストの結果から，概ね９割の児童は，３年

生の「かけ算 九九をみなおそう」までの学習内容が定着している。残り１割の児
童は，乗数が１増減したときの積の大きさの変わり方，分配法則を使って被乗数を
分けて計算する仕方が理解できていないことが分かった。かけ算の意味を再度確認
する必要がある。概ね定着している児童の中には，分配法則の活用はできるが、ア
レイ図に示された分け方で式を立てることができない児童が，数名いることが分か
った。本単元でも図などと式を関連づけて考える学習場面があるので，ていねいに
扱い習熟を図りたい。
２学年時の算数の授業は，主に１Ｃ２Ｔ，Ｔ .Ｔの授業形態で行ってきた。２Ｃ

３Ｔについては，２つの単元で行った。今年度は２Ｃ３Ｔでの授業を行っている。
等質分割で，単元ごとにグループのメンバーを替えることでたくさんの友だちのよ
さ（学習態度・ノートの書き方・発表・考えなどのよさ）に触れ，よい刺激を受け
ながら学習している。また，先に自力解決できた児童が困っている児童へヒントを
出したり，励ましの声をかけたりする様子が少しずつ見られるようになってきてい
る。少人数なので自分の考えを発表する機会が多くなり，発表に対する消極的な態
度を解決するのに適した授業形態と考える。



（３）指導にあたって
本単元では，何十，何百×１位数の計算や，２，３位数×１位数の筆算，倍のか

け算の学習をする。
何十，何百のかけ算では， 10 や 100 を単位として考えると既習の九九に置き換え

られることに気づかせたい。 10 がいくつ，100 がいくつのような数の構成に基づい
た考えを理解させるためには，模擬貨幣を活用したい。
２位数～３位数×１位数の計算では，分配法則を用いて計算の仕方を考えさせた

い。アレイ図や模擬貨幣，既習の数の構成などと関連付けて分配法則のイメージを
図りたい。
筆算については，今までのたし算・ひき算の筆算との違いに戸惑うことが予想さ

れる。乗法の意味の理解を確実にし，筆算の仕組みをていねいに扱いたい。児童自
ら分配法則を活用して計算の仕方を考えたり，筆算の方法をつくり出せるようにし
たい。非形式の筆算を用いることも考えたい。
倍のかけ算では，テープ図を活用し，求めることを明らかにして立式と計算がで

きるようにしたい。
①見通しの工夫

前時までの既習事項を使えば，本時の課題を解決できそうだという見通しを
もたせたい。そのために、既習事項をノートや教室掲示などで確認できるよう
にしておいたり，アレイ図や模擬貨幣，数直線とテープをあわせた図，言葉の
式を使って立式や答えの見積もりをしたりする。

②学び合いの工夫
全員が自分の考えをもち，自信をもって自分の考えを友だちに伝えられるよ

うにしたい。そのために，自分の考えに自信があるは『パー』，自信はないが
考えたは『チョキ』，分からないは『グー』のハンドサインで一斉に挙手させ
ることで自分の考えがもてたかどうかを確かめ，『グー』の児童には机間指導
の中で個別に支援し，考えをもたせる。
みんなで計算の仕方を考えたり，筆算の方法をつくり出したりしたい。その

ために，ペアや小グループで自分の考えと友だちの考えを比べ合い，同じ考え
や違う考えを確かめ，その中から生かせる考えはどれか話し合い，発表させ，
黒板にも書いて考えを共有する。
筆算の計算が正しくできたかをぺアで唱えて確かめたり、早くできた児童は，

ミニ先生になり，悩んでいる友だちに教えたりする。
③振り返りの工夫

１単位時間のそれぞれの学習課題に対して，何が分かればよいか，何ができ
ればよいか，ゴールを明らかにして学習をする。
児童の考えを位置づけたり，色チョークを効果的に使ったりして，学習した

ことがよく分かる板書を心がける。
本時の大事な考え，次時の学習に生かせそうな考えは何か確かめる。

４ 指導計画

小単元 時 主な学習内容 評価の観点

① 何十，何百の １ 何十× 1 位数の計算 関
かけ算

２ 何百× 1 位数の計算 関

② ２けたの数に ３ ２位数×１位数 (部分積が１桁)の計算の仕方を考える 考
１けたの数を
かける計算 ４ ２位数×１位数 (部分積が１桁)の筆算による計算 知

５ ２位数×１位数 (一の位の数との部分積が２桁)の筆算 技

６ ２位数×１位数 (十の位の数との部分積が２桁 ,及び部分 技
積がみな２桁)の筆算

７ ２位数×１位数 技
(部分積を加えたときに百の位に繰り上がりあり)

③３けたの数に ８ ３位数×１位数 (部分積がみな１桁)の筆算 知
１けたの数を （本時）
かける計算

９ ３位数×１位数 (一 ,十の位の数との部分積が２桁)の筆算 技

10 ３位数×１位数 (部分積がみな２桁 ,及び部分積を加えた 技



ときに繰り上がりあり)の筆算

11 乗法の結合法則 知

④倍の計算 12 倍の第二用法 考

13 倍の第一用法 知

まとめ 14 学習内容の習熟（力をつけるもんだい） 技

15 学習内容の理解（しあげ） 知

５ 本時について
（１）目標

３位数×１位数(部分積がみな１桁)の筆算の仕方について理解し，その計算がで
ができる。

（２）展開

段階 ○学習活動 ◎主発問 ・指導上の留意点 評価

つ １ 問題をつかむ。
か ○問題文をノートに書きながら，問題をとらえ
む る。 〈見通しの工夫〉

数直線とテープを合わせた図を
１ｍのねだんが３１２円の 基にどんな計算になるか考えさせ

15 分 リボンを３ｍ買います。 る。
代金はいくらですか。

・およそ何円になるか，見積もら
○数直線とテープを合わせた図を基に立式をす せる。
る。

○答えの見積もりをする。 ・前時までの問題との違いとして
○答えを求める計算の仕方を考える。 「被乗数が２桁→３桁，何百→
○位ごとにかけ算をして答えを求める。 ３１２」などに気づかせたい。

〈見通しの工夫〉
既習の２位数×１位数の学習を

想起させ，位ごと数を分けてかけ
算で計算できないか考えさせる。
教科書 P103 の表を提示する

○答えを確認する。

２ 課題をつかむ

筆算のしかたを考えよう。

３ 課題を解決する。 〈見通しの工夫〉
考 ○自力解決する。 位ごとにかけ算をして答えを求
え めた計算の手順と既習の２位数×
る １位数の筆算の仕方の掲示をヒン

トに３位数×１位数の筆算を考え
させる。

15 分
・自力解決ができたらペア学習を

○考えをペアで交流し合う するように指示を出す。

○みんなで考えを交流する。 ・既習の筆算をどう生かして計算
・３けたになっても九九で答えが求められた。 しているか説明させる。
・２けた×１けたの筆算とやり方は同じだ。
・かけられる数の一の位・十の位の数にかける 〈学び合いの工夫〉
を数をかけるように百の位の数にもかける数 つかむの段階の計算の仕方で提
をかければよい。 示した教科書 P103 の表や位ごと

３ ０ ０ × ３ ＝ ９ ０ ０
１ ０ × ３ ＝ ３ ０
２×３＝ ６

あ わ せ て ９ ３ ６

３１２
× ３
９３６



◎筆算のしかたを説明しましょう。 に分けて計算した式と筆算のそれ
・位ごとに計算する。 ぞれのかけ算を結び付け，その意
・一の位の計算は３×２＝６ 味を問い，筆算の仕方の理解が深
・十の位の計算は３×１０＝３０ まるようにする。
・百の位の計算は３×３００＝９００
・２けたの時と同じで，０は書かなくてもいい。

ま ４ まとめる
と ○ ３位数× 1 位数の筆算の仕方をまとめる。
め
る ３１２ ３１２ ３１２ ３位数×１位数の筆算形式の

× ３ → × ３ → × ３ 書き方や手順を理解している。
5 分 ６ ３６ ９３６ （評価問題・ノート・発表）

三二が６ 三一が３ 三三が９

振 ５ 練習問題を解く。 ・机間指導をし，支援の必要な児

り △１ ①～⑦ 教科書 p104 童の個別指導を行う。
返
る ６ 学習のふり返りをする。 〈振り返りの工夫〉

○ ふり返りをノートに書く。 練習問題を解き，本時学習した
10 分 ・筆算の答えの｢ 9 ｣は，300 × 3 の 900 のこと 筆算の仕方が分かり，正しく筆算

だと分かりました。 ができたかふり返る。

・位ごとに計算することが分かった。 練習問題の△１ の①を非形式の
・２けた×１けたの筆算とやり方は同じだと分 筆算でできるか挑戦させたり，筆
かりました。 算の仕方を唱えさせたりする。

・３けた×１けたの筆算のやり方がわかった。 ・本時の学習で新しく分かったこ
・練習問題で正しく筆算ができたのでうれしか とを書かせる。
った。

（３）評価規準

おおむね満足できる 支援

３位数×１位数の筆算形式の書き方や計 既習の２位数×１位数の筆算形式の書き
算の手順を理解している。 方や手順と同じように計算すればよいこと

を理解させる。

（４）板書計画

○問

式 ３１２×３＝９３６

○自

１ｍのねだんが３１２円のリ
ボンを３ｍ買います。
だい金はいくらですか。

300
312 10

2

３００×３＝９００
１０×３＝ ３０
２×３＝ ６

あわせて ９３６

○か

○ま

筆算のしかたを考えよう。

３ １ ２
× ３
９３６

３１２
× ３

６

３１２
× ３

３６

３１２
× ３
９３６

三二が６

三一が３

三三が９

○れ

○ふ

① ２１２
× ４
８４８

② ２３１
× ３
６９３

③ ４３２
× ２
８６４

④ ３４１
× ２
６８２

⑤ ２０３
× ３
６０９

⑥ ３１０
× ２
６２０

⑦ ４２０
× ２
８４０




